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第Ⅲ章 ズクノ山第1遺跡
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表
4遺
構
内
出
土
土
器
観
察
表
(1
)

図
面
丞
暑

遺
物
丞
ニ
遺
構
名
器
種
器
部

文
様
お
よ
び
調
整

焼
成

色
調

胎
土

分
類
備
考

外
  
面

内
  
雨

外
而

内
而

SA
02

霊
日
縁
部
～
挙
滅
が
激
し
く
不
明

ナ
テ
｀

良
好

浅
黄
橙

:1
0Y
R8
/4
)

浅
黄
橙

lC
IY
R8
/4
)

粗
(l
nu
ll
大
の
砂
粒
含
む
)

Ⅱ
～
Ⅲ

SA
03
甕

底
部
オ
テ
｀

ナ
テ

良
好

に
ボ
い
責
橙
～
褐
灰

(1
0Y
R7
/3
～
4/
1)

褐
灰

(1
0Y
R4
/1
)

や
や
粗
(1
～
2m
mの
砂
粒
含
む
)

SA
03
養
日
縁
部
～
挙
滅
が
激
し
く
不
明

撃
滅
が
激
し
く
不
明

不
良

橙
r5
vR
A/
AⅢ

橙

(5
YR
6/
6)

阻
(0
.5
～
ln
ul
l大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅲ

SA
03
甕
日
縁
部
～
日
縁
音
Б
:ヨ
ヨ
ナ
テ
'

I同
部
:タ
テ
ナ
戸向
の
フヽ
ケ

斜
方
向
の
ハ
ケ
の
ち
ナ
テ

良
好

浅
頁
橙

(1
0Y
R8
/4
)

猾
妖

(1
0Y
R4
/1
)

良
(l
ll
ll
ll
前
後
の
砂
粒
ご
く
少
量
含
む
)

Ⅲ

SA
03
甕
日
縁
部
～

月「
舟報

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
テ

胴
部
:斜
方
向
の
ハ
ケ

日
糠
群
郭
:ケ
ス
ヅ

I同
吉
Б
:ハ
ケ

や
や
不
良

礎
～
東
奄

(7
 5
YR
7/
6-
7/
8)

明
東
掏
～
黒
衡

(1
0Y
R7
/6
～
3/
1)
や
や
粗
(0
5Ш
位
の
砂
粒
少
量
含
む
)

菓
付
着

SA
03
壷

底
部
′ス
リ
、
ナ
テ
｀

ナ
テ
ヾ

良
好

淡
黄
(2
.5
Y8
/3
)

一
部
:黄
灰
(2
.5
Y4
/1
)

淡
黄

12
.5
Y8
/3
)

や
や
粗
(微
細
な
砂
粒
多
量
に
含
む
)

&ヽ
04
甕
日
縁
部
～

胴
部

口
縁
吉
卜
:ヨ
ヨ
ナ
テ
'

胴
部
:タ
テ
方
向
の
ノ サ

不
定
方
向
の
ノ ψ

や
や
不
良

橙

(7
.5
YR
6/
6)

橙
(7
 5
YR
6/
6)

や
や
粗
(1
～
2H
ll
ll
の
砂
粒
含
む
)

Ⅱ
喋
付
着

SA
04
甕
口
縁
部
～

胴
部

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
テ
'

胴
部
:斜
方
向
の
ハ
ケ

斜
方
向
の
ノ サ

良
好

灰
黄
黄
灰

(2
5Y
7/
2～
5/
1)

淡
黄
～
に
ぶ
い
責
橙

12
5Y
8/
4～
10
YR
6/
3)
良
(0
5～
ll
ll
ll
lの
砂
粒
含
む
)

I
県
付
着

SA
04

霊
頸
都
～

虞
部

藝
滅
が
激
し
く
不
明

良
好

に
ぶ
い
黄
褐
～
黒
褐

(1
0Y
R5
/3
～
3/
1)

灰
白

12
.5
Y3
/2
)

や
や
粗
(l
m位
の
砂
粒
含
む
)

Ⅱ

飲
04
壷

底
部
肇
滅
が
激
し
く
不
明

季
滅
が
激
し
く
不
明

良
好

浅
黄
橙

(1
0Y
R8
/3
)

浅
黄
橙

(1
0Y
R3
/3
)

や
や
粗
(0
.5
～
21
11
11
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅱ

SA
05
甕
日
稼
罰
`～

R同
喜
К

日
縁
吉
Б
:ヨ
コ
ナ
テ
'

阿
部
:斜
方
向
の
ハ
ケ

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
テ
イ

伺
部
:斜
方
向
の
ハ
ケ

良
好
上
部
:浅
貢
橙
((
10
YR
3/
4)

下
部
:灰
白
(1
0Y
R3
/2
)

上
部
:橙
(5
YR
6/
8)

下
部
:と
こ
ぶ
い
黄
褐
(l
oY
R5
/4
良
(0
.5
～
文H
ul
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅱ
県
付
着

SA
05
甕
日
膨
麟
部
｀

R同
喜
R

日
穆
離
部
:す
ア

桐
部
:ハ
ケ

斜
方
向
の
ノ ラ
の
ち
ナ
テ
や
や
不
良

灰
白

(1
0Y
R8
/2
)

灰
白

(1
0Y
R8
/2
)

阻
(0
5～
ln
ul
lの
砂
粒
含
む
)

Ⅱ

SA
OE
甕

脚
部
肇
滅
が
激
し
く
不
明

ハ
ケ

や
や
不
良

1こ
葵
ド
セ
貢
橙

(1
0Y
R6
/4
)

とこ
交ヽ
し
貢
橙

(1
0Y
R6
/4
)

や
や
粗
(1
～
2n
ul
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅱ

SA
OE
甕
日
縁
部
～

底
部

口
縁
部
サ
デ
、
月同
部
:ハ
ケ

底
部
付
近
:ケ
ス
リ

'サ
の
ち
ナ
デ

良
好
上
部
:浅
黄
橙
((
10
YR
8/
3)

下
部
:灰
白
12
5Y
8/
2)

上
部
:浅
黄
橙
(1
0Y
R3
/3
)

下
部
:褐
灰
(1
0Y
R4
/1
)
良
(0
.5
Hu
ll
前
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

喋
付
着

SA
05
甕
日
縁
部
～

底
部

日
続
辞
郭
:ナ
テ
｀

月同
菩
Б～
底
吉
Б
:ハ
ケ

′ サ
の
ち
ナ
デ

良
好

灰

15
YR
8/
2)

浅
貢
橙
～
黒
褐

(1
0Y
R3
/4
～
3/
1)
や
や
粗
(0
.5
～
lD
ul
lの
砂
粒
含
む
)

Ⅱ

SA
05
変
日
縁
部
～

胴
部

日
続
kギ
郭
:ナ
テ
｀

1同
著
E:
ノ
ケヽ

′ サ
の
ち
ナ
テ

良
好

浅
黄
橙
～
褐
灰

(1
0Y
R8
/3
～
6/
1)

淡
黄
～
黄
灰

12
.5
Y8
/3
～
4/
1)

良
(0
.5
nu
l前
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅱ
煤
付
着

SA
05

望
底
部
ナ
テ
｀

事
滅
が
激
し
く
不
明

良
好

浅
貢

f2
.5
Y7
/3
)

黄
灰

25
Y5
/1
)

粗
(0
5～
14
ul
lの
砂
粒
含
む
)

SA
05
甕
日
縁
部
～

H日
鍬
日
縁
部
:ナ
テ・

胴
都
:ノ
サ
の
ち
ナ
デ

日
縁
部
:ケ
ス
V)

同
都
:ノ
サ
の
ち
ナ
デ

良
好

淡
貢

(2
.5
Y3
/3
)

淡
東

t2
5Y
8/
3)

良
(微
細
な
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
06
士 笠
日
縁
部
～

電
獣

肇
滅
が
激
し
く
不
明

筆
滅
が
激
し
く
不
明

や
や
不
良

浅
貢
～
橙

Q.
5Y
7/
3～
5Y
R7
/6
)

に
ボ
い
黄
橙
～
浅
貢

(
10
YR
7/
3～
2.
5Y
7/
4)
粗
(l
Hu
ll
大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
08
奏
日
稼
濁
`｀

月日
執

日
蒻
k干
郭
:ナ
テ
‐

:同
喜
Б
:ハ
ケ
、
す
テ
｀

ケヽ
良
好

淡
貢

(2
5Y
8/
3-
3/
4)

に
ぶ
い
貢
橙
～
淡
橙

(1
0Y
R7
/4
-5
YR
8/
4)
や
や
粗
(0
5～
1.
51
11
11
1の
砂
粒
含
む
)

Ⅲ
廉
付
着

SA
10
壷

顎
淋
～

月
同
部

ノ サ
の
ち
胴
部
下
半
ヨコ
ケ
ス
リ
ケヽ
の
ち
ナ
デ

良
好
に
ぶ
い
黄
橙
～
に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y
R6
/4
～
5/
3)

種

(7
.5
YR
6/
6)

や
や
粗
(1
～
21
ul
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

V

＼ 呂 韻 ド 商 事
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表
5遺
構
内
出
土
土
器
観
察
表
(2
)

図
面
釆
暑

遺
物
差
暑
離
名
器
種
器
部

文
様
お
よ
び
調
整

焼
成

色
調

ム ロ
土

分
類
備
考

外
  
面

内
  
而

外
面

内
面

SA
10
甕

底
部
華
滅
が
激
し
く
不
明

寧
滅
が
激
し
く
不
明

や
や
不
良

橙
～
灰
貢
褐

(5
YR
7/
6～
10
YR
6/
2)

橙
～
灰
貢
tl
B

(5
YR
7/
6-
lC
IY
R6
/2
)
や
や
粗
(0
5～
ld
ul
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
10
甕

底
部
摩
滅
が
激
し
く
不
明

肇
滅
が
激
し
く
不
明

良
好

灰
黄
～
黄
灰

(2
5Y
6/
2～
5/
1)

黄
灰

(2
5Y
4/
1)

や
や
粗
(0
5～
ll
lu
ll
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
10
土
製
勾
玉

SA
ll
甕
日
縁
部
～

月日
喜
К

日
縁
吉
円
:ヨ
コ
ナ
テ
｀

洞
都
:斜
方
向
の
ハ
ケ

斜
方
向
の
ノ サ
の
ち
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R7
/3
-6
/3
)

浅
黄
橙
～
浅
黄

(
10
YR
3/
3-
2.
5Y
7/
3)
良
(0
.5
～
14
ul
lの
砂
粒
含
む
)

Ⅲ
喋
付
着

SA
ll
甕
口
縁
吉
Б～

R同
喜
К

日
縁
言
躊
:ナ
テ
'

胴
部
:タ
テ
方
向
の
/サ

ハ
ケ
の
ち
ナ
テ
'

や
や
不
良

浅
黄
橙
～
褐
灰

(1
0Y
R3
/3
-4
/1
)

浅
黄
橙
～
に
ぶ
い
橙

(7
 5
YR
8/
4-
7/
4)

良
(l
lu
l大
の
砂
粒
含
む
)

煤
付
着

SA
ll
甕
日
縁
言
膵
～

R同
郵
K

口
縁
吉
Б
:ナ
テ
｀

河同
言
Б
:ハ
ケ
(え
繁
琥
め

ハ
ケ
の
ち
ナ
デ

や
や
不
良

に
ぶ
い
橙
～
橙

(7
 5
YR
6/
4～
5Y
R6
/8
)

橙

(5
YR
6/
8)

や
や
粗
(l
nu
l大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅲ
煤
付
着

SA
ll
甕
日
縁
音
躊
～

月同
吉
Б

日
縁
部
:ナ
テ
｀

打同
部
:ハ
ケ
の
ち
ナ
デ

ハ
ケ

良
好

灰
白
～
灰

(5
Y8
/2
～
4/
1)

灰
白
～
に
ぶ
い
黄
橙

6Y
7/
2～
10
YR
7/
3)
良
(1
剛
位
の
砂
粒
含
む
)

SA
ll
甕

摩
滅
が
激
し
く
不
明

斜
方
向
の
ハ
ケ

や
や
不
艮
に
ぶ
い
桂
～
に
ぶ
い
貢
橙

(5
YR
7/
3-
10
YR
7/
3)

上
部
:橙
(7
 5
YR
7/
6)

下
部
:黄
灰
12
5Y
4/
1)
粗
(1
～
2D
ul
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅲ

SA
 l
l
甕

底
部
ハ
ケ
の
ち
底
部
付
近
ヨ
ヨ
ナ
デ
ハ
ケ
、
ナ
テ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R7
/3
)

褐
灰

(1
0Y
R5
/1
)

良
(0
.5
～
ll
lu
ll
の
砂
粒
含
む
)

SA
ll
甕

底
部
ハ
ケ
の
ち
底
部
付
近
ヨ
ヨ
ナ
デ
ハ
ケ

良
好

浅
黄
橙

(1
0Y
R8
/3
)

灰

6Y
5/
1～
4/
1)

良
(0
5～
lH
ul
の
砂
粒
含
む
)

SA
ll
一 霊

底
部
ミガ
キ
、
一
部
工
具
痕

ハ
ケ
の
ち
ナ
テ

良
好

灰
白
～
淡
黄

12
5Y
8/
2～
3/
3)

束
火

(2
.5
Y5
/1
-4
/1
)

良
(微
細
な
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
ll

堕
底
部
ナ
テ
｀

摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明

ナ
テ

摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明

良
好

橙
～
明
赤
褐

(5
YR
6/
6～
5/
6)

灰

(5
Y5
/1
～
4/
1)

や
や
粗
(2
m位
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
12
甕

底
郡
ハ
ク
の
ち
底
部
付
近
ヨ
コ
ナ
デ

.ヽ

ケ
、
ナ
テ
ヾ

良
好

浅
黄
橙

(1
0Y
R8
/3
)

褐
灰

(1
0Y
R4
/1
)

や
や
粗
(0
5～
14
ul
lの
砂
粒
含
む
)

SA
12
甕
日
縁
部
～

底
吉
Б

日
纏
群
郭
:ナ
テ
ヾ

〕同
吉
Ь
:ハ
ケ

ハ
ケ
の
ち
ナ
テ

不
良

橙
～
明
赤
褐

(5
YR
7/
6～
5/
8)

上
言
隅
:橙
(5
YR
6/
6)

下
部
:褐
灰
(1
0Y
R4
/1
)
粗
(l
Hu
ll
大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅳ
煤
付
着

SA
13

霊
日
縁
部
～

底
部

日
縁
部
:ナ
デ
、
月同
部
:ハ
ケ

旧
都
下
半
～
底
部
付
近
の
ち
ヶ
ズ
リ

ハ
ケ
の
ち
ナ
テ
｀

良
好

淡
東

優
5Y
3/
3)

灰
黄

(2
5Y
7/
2)

良
(1
～
21
11
11
1の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

V

SA
13
壼
頸
部
～

底
部

ハ
ケ
の
ち
一
部
ナ
デ

ハ
ケ

摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明
や
や
不
良

に
ぶ
い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R6
/4
)

や
や
粗
(2
剛
位
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

V

SA
13
士 霊
ほ
ぼ
完
形
罪
斜
方
向
の
粗
い
ハ
ケ

ナ
テ

良
好

浅
黄
橙

(l
ll
YR
8/
4)

浅
黄

12
5Y
7/
4)

や
や
粗
(1
～
2.
51
1u
ll
の
砂
粒
含
む
)

V

SA
13
壼
完
形
品
日
冷赤
音
Б
:ナ
テ

1同
吉
Б
:ハ
ケ

ハ
ケ
、
ナ
テ

良
好

淡
黄

(2
5Y
8/
4)

淡
吏

(2
.5
Y8
/4
)

良
(1
～
2n
ll
ll
の
砂
粒
含
む
)

V

SA
13
壺
完
形
品
口
冷赤
音
Б
:ナ
テ

]同
割
予
ハ
ケ

ナ
テ

良
好

浅
黄
橙

(1
0Y
R3
/3
)

浅
黄
橙

r1
0v
RR
/R
、

や
や
粗
(2
～
3H
ul
lの
砂
粒
含
む
)

V
煤
付
着

SA
13
壺
毅
旨
卜
へ

序
喜
R

ナ
テ
'、

ケ
ス
リ

タ
テ
方
向
の
ナ
デ
、
ケ
ス
リ

良
好

淡
黄

Q5
Y3
/4
)

淡
責

の
5Y
8/
4)

や
や
粗
(2
～
31
1t
ll
lの
砂
粒
含
む
)

V

SA
13
壺
日
縁
部
～
ナ
テ

ナ
テ
｀

や
や
不
良

橙

(7
 5
YR
7/
6)

橙

7.
5Y
R7
/6
)

や
や
粗
(1
～
21
1u
ll
の
砂
粒
含
む
)



表
6遺
構
内
出
土
止
器
観
察
表
(3
)

ｌ μ ｏ ∞ ―

面 暑

図 釆

物 ■

遺 乗
遺
構
名
器
種
器
部

文
様
お
よ
び
調
整

焼
成

色
調

胎
  
上

分
類
備
考

外
  
面

内
  
而

外
面

内
面

SA
13
高
不
イ
部

ケ
テ

ナ
テ

や
や
不
良

淡
黄

12
5Y
8/
4)

淡
東

(2
.5
Y8
/4
)

阻
(1
～
2 
5D
ul
l大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
16

霊
日
縁
部
ナ
テ
｀

櫛
描
波
状
文

十
テ
｀

良
好

に
ぶ
い
責
橙

(1
0Y
R7
/4
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R7
/4
)

良
(0
.5
～
ln
ul
lの
砂
粒
含
む
)

V

&ヽ
16
壺
日
縁
部
～

月 「
ヨコヽ
日
縁
部
サ
デ
、
櫛
描
波
状
致

桐
部
:斜
方
向
の
ハ
ケ

日
縁
部
サ
テ
｀

H同
部
:斜
方
向
の
ノ サ

良
好

浅
黄
橙

(7
 5
YR
3/
4)

灰
白

(7
 5
YR
8/
2)

良
(0
 5
Hu
ll
の
砂
粒
若
干
含
む
)

V

SA
16
甕
日
縁
吉
Б́ヽ

R同
¬
く
日
移
騨
郭
:ナ
テ
｀

桐
部
:ハ
ケ

ハ
ケ

や
や
不
良

に
ぶ
い
貢
橙

(1
0Y
R7
/3
～
7/
4)

橙

(7
 5
YR
7/
6)

粗
(2
Du
ll
大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

V
媒
付
着

SA
16
重
日
縁
部
～
ナ
テ

ナ
テ
｀

や
や
不
良

浅
貢
橙

(7
.5
YR
8/
6)

浅
貢
橙

(7
 5
YR
8/
6)

粗
(1
～
21
tu
lの
砂
粒
含
む
)

Ⅳ

SA
16

電
頚
部
～

底
部

ナ
テ

ナ
テ
'

や
や
不
良

浅
黄
橙
～
橙

(1
0Y
R8
/4
-5
YR
7/
6:

浅
貢
～
灰
オ
ジー
フ
'

(2
5Y
7/
4～
5Y
5/
2)
や
や
粗
(l
Hu
ll
大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅳ

SA
16

笠
完
形
品
日
纏
群
郭
:ヨ
ヨ
ナ
テ
｀

]同
部
:ミ
ガ
キ

ナ
テ

良
好

橙
6Y
R6
/6
)

橙

(5
YR
6/
6)

良
(l
m位
の
雲
母
含
む
)

Ⅳ
媒
付
着

SA
16
一 霊
日
縁
部
～
オ
テ
'、
ミガ
キ

ケ
ス
｀ リ

良
好

浅
黄
橙

(1
0Y
R3
/3
)

浅
貢
橙

(1
0Y
R8
/3
)

や
や
粗
(l
ll
ul
l大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
16
甕

底
部
筆
滅
が
激
し
く
不
明

季
滅
が
激
し
く
不
明

不
良

灰
白
～
淡
橙

(2
5Y
8/
2-
5Y
R8
/3
)

黄
灰
⑫
5Y
4/
1)

粗
(l
Hl
ll
l大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
16
甕

底
部
嘩
滅
が
激
し
く
不
明

季
滅
が
激
し
く
不
明

や
や
不
良

灰

6Y
6/
1～
5/
1)

灰

(5
Y4
/1
)

や
や
粗
(l
Dl
ll
l大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
16
甕

底
部
タ
テ
方
向
の
ハ
ケ

季
滅
が
激
し
く
不
明

や
や
不
良

淡
黄

(2
.5
Y8
/3
)

黒
褐

12
5Y
3/
1)

粗
(0
5～
1 
5n
ul
lの
砂
粒
含
む
)

SA
16
密

底
部
季
滅
が
激
し
く
不
明

攀
滅
が
激
し
く
不
明

や
や
不
良

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R7
/3
)

上
部
:浅
貢
橙
(1
0Y
R8
/3
)

下
吉
躊
:褐
灰
(1
0Y
R4
/1
)
粗
(0
.5
～
2H
ul
の
砂
粒
含
む
)

SA
16
土
製
勾
玉

SA
17
甕
日
縁
吉
Б～

底
部

日
縁
部
サ
テ
'

胴
部
:斜
方
向
の
ハ
ケ

底
部
付
近
:の
ち
ナ
デ

'ヽ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙
～
橙

(7
 5
YR
7/
4-
7/
6)

上
部
:に
ぶ
い
黄
橙
～
浅
黄

(1
0Y
R7
/4
～
25
Y7
/3
)

下
部
:灰
黄
～
黒
褐

12
5Y
6/
2～
3/
1)

や
や
粗
(l
mu
ll
大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅲ
煤
付
着

SA
17
甕
日
縁
部
～

月同
吉
Б

日
膨
群
郭
:ナ
テ

Ⅱ同
割
硫
ハ
ケ

】 ア

良
好

灰
白
～
浅
貢
橙

似
5Y
8/
2-
10
YR
8/
3)

灰
白
～
灰

(5
Y8
/1
～
4/
1

や
や
粗
(l
mu
ll
大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅲ
煤
付
着

SA
17
弯
日
縁
部
ナ
テ
'

摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明

ナ
テ
｀

摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明
や
や
不
良

浅
黄
橙
～
淡
黄

(7
.5
YR
8/
4～
25
Y8
/3
)

に
ぶ
い
橙

(5
YR
7/
4)

粗
(0
5m
位
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
17
甕
日
縁
吉
Б
ナ
テ

摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明

ナ
テ
'

魅
減
の
´
あ
韮
知
禾
胴
や
や
不
良

灰
白
～
淡
黄

(2
5Y
8/
2～
8/
3)

灰
白
～
淡
黄

12
5Y
8/
2～
8/
3)

粗
(1
～
2D
ul
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
17
覆
胴
部
～

底
部

タ
テ
方
向
の
ハ
ケ

底
部
付
近
:ヨ
ヨ
ナ
デ

ナ
テ
'

良
好

灰
白
～
浅
黄

(2
5Y
7/
1～
7/
4)

淡
貢

(2
.5
Y3
/3
)

や
や
粗
(1
～
2D
ul
lの
砂
粒
含
む
)

Ⅲ
煤
付
着

SA
17
甕
月 同
部
―

底
吉
脇

ハ
ケ
、
ナ
ア

良
好

灰
黄
～
淡
赤
橙

12
5Y
7/
2～
2 
5Y
R7
/3
)

灰
白

(2
5Y
8/
2)

粗
(1
～
2u
ul
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

煤
付
着

SA
17
甕

底
部
ナ
テ
'、
アヽ
ケ

′ サ
良
好

淡
貢

(2
.5
Y8
/3
1

灰
黄

r2
5Y
6/
2Ⅲ

良
(0
.5
m位
の
砂
粒
含
む
)

削 日 糾 　 乃 弩 ヽ 呂 削 岸 離 事



表
7遺
構
内
出
上
土
器
観
察
表
(4
)

図
面

番
号

物 号

遺 番
遺
構
名
器
種
器
部

文
様
お
よ
び
調
整

焼
成

色
調

胎
  
土

分
類
備
考

外
  
面

内
  
面

外
面

内
面

SA
17
甕

底
音
Б
季
滅
が
激
し
く
不
明

ハ
ケ
、
ナ
テ
'

や
や
不
良

浅
責
橙

(1
0Y
R8
/3
)

褐
灰

(l
ll
YR
4/
1)

や
や
粗
(0
.5
～
lD
ul
l大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
17
甕

底
部
ナ
テ
｀

摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明

ナ
テ
｀

摩
滅
の
た
め
詳
細
不
明
や
や
不
良

淡
橙
～
浅
黄
橙

(5
YR
3/
4-
10
YR
3/
3)

暗
灰
黄

似
5Y
5/
2)

や
や
粗
(l
nu
l大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
17
甕

底
部
ハ
ケ
、
雅
1い
す
テ
'

ナ
テ

不
良

灰
白
～
淡
ズ

f2
5Y
3/
2～
3/
3)

灰
白
～
淡
黄

12
5Y
3/
2～
8/
3)
粗
(1
～
21
xl
ll
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
17
重

底
部
筆
滅
が
激
し
く
不
明

華
滅
が
激
し
く
不
明

や
や
不
良

灰
白

(2
5Y
8/
2)

灰
白

(1
0Y
R3
/2
)

粗
(2
～
3n
ul
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
17

霊
月同
吉
焉―

底
部

ハ
ケ

事
滅
が
激
し
く
不
明

不
良

灰
白
～
に
ボ
い
橙

(5
Y8
/2
-5
YR
7/
4)

浅
黄
In
k

11
0Y
R8
/3
)

阻
(2
m位
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
17
士 霊
口
縁
部
～

月同
音
Ь

筆
滅
が
激
し
く
不
明

摩
滅
が
激
し
く
不
明

や
や
不
良

灰
白
～
に
ぶ
い
橙

(5
Y8
/2
～
5Y
R7
/4
)

浅
貢
橙

(1
0Y
R3
/3
)

粗
(2
m位
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅳ

SA
17
甕
日
縁
部
～

Л同
喜
Б

日
縁
部
:ナ
テ

〕同
喜
Б
ッヽ
ケ

ナ
テ
ド 、
ハ
ケ

良
好

灰
白
～
灰

(5
Y8
/2
～
4/
1)

灰
白

の
5Y
8/
2)

良
(0
5～
2D
ul
lの
砂
粒
含
む
)

SA
17
賓
日
縁
吉
Б～

庫
鍬

事
滅
が
激
し
く
不
明

ハ
ケ
の
ち
ナ
テ

不
良

に
ぶ
い
橙

(5
YR
6/
4)

橙

(5
YR
6/
6)

粗
(l
Du
ll
大
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
17

堕
日
縁
音
Б
―
ナ
テ

す
テ
'

良
好

に
ぶ
い
橙
～
灰
褐

(5
YR
6/
4～
5/
2)

橙

(5
YR
6/
6)

良
(0
 5
Du
ll
大
の
砂
粒
含
む
)

Ⅱ

SA
17
壺
日
縁
言
卜ヽ
ツ

胴
部

日
縁
言
Б
:ナ
テ
｀

月同
吉
Б
:ケ
ス
リ

ハ
ケ
の
ち
ナ
テ

良
好

灰
白
～
浅
黄
橙

(1
0Y
R3
/2
-8
/4
)

灰
白
～
浅
黄
橙

(1
0卜
rR
8/
2～
8/
4)
や
や
粗
(1
～
2o
ll
ll
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅲ
媒
付
着

SA
17
士 蛋
日
縁
部
ナ
テ
｀

ナ
デ
、
ケ
ス
｀ リ

円
形
浮
文

良
好

に
ぶ
い
天
褐

(1
0Y
R5
/3
-5
/4
)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y
R5
/3
～
5/
4)
良
(0
 5
mu
ll
位
の
砂
粒
ご
く
少
量
含
む
)

Ⅲ

SA
17

笠
日
縁
吉
躊
ナ
テ
｀

ナ
テ
kケ
ス
リ

良
好

に
ぶ
い
貢
褐

(1
0Y
R5
/3
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R6
/3
)

良
(l
nu
ll
前
後
の
砂
粒
少
量
含
む
)

Ⅲ

SA
18
甕
底
吉
Б
ハ
ケ
、
す
テ

峯
滅
が
激
し
く
不
明

良
好

浅
黄
～
淡
橙

鍛
5Y
7/
3～
5Y
R3
/4
)

東
火

(2
5Y
4/
1

や
や
猛
(l
mu
ll
前
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
19
甕
日
縁
部
～

月同
著
Б

日
穆
群
郭
:ナ
テ

]同
吉
Б
:ハ
ケ

ハ
ケ

や
や
不
良

橙 Ｒ
６
Ｙ

橙

(5
YR
6/
8)

や
や
粗
(l
Hu
ll
前
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅳ
媒
付
着

SA
20

日
縁
部

良
好

浅
黄
～
黄
灰

(2
.5
Y7
/3
-4
/1
)

浅
貢
～
貢
灰

(2
5Y
7/
3‐
ヤ
4/
1)

良
(微
細
な
砂
粒
少
量
含
む
)

SA
20
高
杯

立 Ｆ
コ 押

タ
テ
方
向
の
ミカ
'キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R6
/4
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R6
/4
)

良
(l
Hu
ll
大
の
砂
粒
含
む
)

SA
21
甕
日
縁
部
～

底
部

ハ
ケ
、
ナ
テ

良
好

浅
黄
橙
～
に
ぶ
い
橙

(7
 5
YR
3/
S～
7/
4)

に
ぶ
い
橙
～
浅
黄
橙

(5
YR
7/
4～
10
YR
3/
3)
や
や
粗
(1
～
21
1u
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅲ
煤
付
着

SA
26
壷
日
縁
部
～
ナ
テ
｀

ナ
テ
｀

良
好

淡
貢
～
灰
貢

似
5Y
8/
3～
7/
2)

灰
黄

(2
5Y
7/
2)

や
や
粗
(0
 5
11
ul
l前
後
の
砂
粒
含
む
)

Ⅲ

SA
26

月同
吉
卜
～

底
部

ハ
ケ

底
部
付
近
:ナ
デ

ナ
テ
｀

良
好

淡
黄
(豊
5Y
8/
3)

一
部
:灰
黄
鍛
5Y
4/
1)

淡
貢

(2
5Y
8/
3)

良
(0
 5
uu
ll
前
後
の
砂
粒
含
む
)

SA
27
甕

底
部
ハ
ケ
虜
部
付
折
:ヨ
コ
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
貢
橙

(1
0Y
R7
/3
)

灰

(5
Y4
/1
)

や
や
粗
(0
.5
～
lD
ul
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
29
土
製
勾
玉

圭
o 
と
と
h山
‐
+理
亀
ウ
と
′
rヽ
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表
8遺
構
内
出
土
土
器
観
察
表
(5
)

図
面

番
号

杉 号

遺 番
離
名
器
種
器
部

文
標
お
よ
び
調
整

焼
成

色
訓

胎
土

頒
備
考

外
  
面

内
  
而

外
面

内
面

SA
30
甕
日
縁
部
～
,コ
ナ
テ
'

ヨ
ヨ
ナ
テ
'

良
好

に
ぶ
い
貢
橙

(1
0Y
R6
/4
)

種

(7
.5
YR
7/
6～
5Y
R6
/6
)
良
(0
.5
～
15
11
11
1の
雲
母
含
む
)

Ⅲ

SA
30
甕
日
縁
部
～

胴
部

'サ
、
ヨ
ヨ
ナ
テ
'

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
テ

良
好

淡
黄

(2
.5
Y8
/3
)

灰
白

鬱
5Y
8/
1～
3/
2)

良
(0
.5
Hu
ll
前
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

Ⅲ

SA
30
甕
日
縁
部
～
日
穆
騨
郭
:ヨ
ヨ
ナ
テ

′ン
ケ

ハ
ケ
、
ヨ
ヨ
ナ
テ
'

良
好

浅
黄
橙

10
YR
8/
4)

灰
～
に
ぶ
い
橙

15
Y5
/1
～
7 
5Y
R6
/4
)
良
(0
5～
ll
ll
ll
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

煤
付
着

SA
30
壷

胴
部

Hコ
ナ
テ

ナ
テ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R7
/3
～
7/
4)

浅
貢

f2
.5
Y7
/3
)

良
(1
～
21
11
11
1の
砂
粒
ご
く
少
量
含
む
)

Ⅲ

SA
30
甕

底
部
ケヽ 壷
部
イ寸
認〒
:ヨ
ヨ
ナ
テ
'

ハ
ケ
、
ナ
テ
'

良
好

淡
赤
褐

2.
5Y
R7
/4
)

浅
貞
橙

(7
.5
YR
8/
4)

や
や
粗
(l
m位
の
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
33
甕
胴
部

(突
帯
)

]ヨ
ナ
テ

ハ
ケ

や
や
不
良

寝
東
橙
橙

(1
0Y
R8
/4
～
5Y
R7
/6
)

浅
東
橙
～
種

(1
0Y
R8
/4
-5
YR
7/
6)
粗
(0
.5
～
lD
ll
lの
砂
粒
多
量
に
含
む
)

SA
33
甕
日
縁
部
ケヽ
、
ナ
テ
｀

ハ
ケ
、
ナ
テ
'

や
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第Ⅲ章 ズクノ山第1遺跡

表9遺構内出土石器観察表(1)
図面

番号

遺物

番号
遺構名 石材名

大きさ (clll)
重さ(g) 備 考

長 さ 幅 厚さ

49 125 SA03 台石 35,6 10,4 6.6 3,200 片面研磨痕

49 126 SA03 台石 20。 9 20。 2 6.2 2,600 周縁敲打痕、片面研磨痕

127 SA03 軽石 10,3 6.8 4.1

50 128 SA03 磨製石斧 4.7 2.3 つ
る
７
１

50 129 SA04 磨製石鏃 2.5 つ
る

つ
る 0.2

50 130 SA04 軽石 7 4.4 19

50 SA04 叩き石 5。8 3.7 3.6

50
つ
る
０
０ SA04 叩き石 6.5

133 SA05 台石 33.6 20.3 9.1 9,800 両面敲打痕、両面研磨痕

52 134 SA05 台石 15.6 8.7
つ
る 1,000

つ
々 135 SA05 台石 10。 1 6.2 310 一端敲打痕、両面研磨痕

つ
る 186 SA05 斧 9,9 9,3 6.7 800 周縁及び片面敲打痕

SA10 磨製石鏃 0.4 3

138 SA10 石鏃 2.1 1.8 0.4

139 SA10 打製石斧 13.3 5.6 1.8 178

140 SA10 軽石製紡錘草 1.6

141 SA10 軽石 2.3 1.9

加
仕 SA10 軽石 2.9 2.6 1.9

力
■ SA10 叩き石 7.6 7.8 1.8 つ

ね
盗
υ 一端及び片面敲打痕

144 SA10 叩き石 7.8 5。 1 3.3 203 一端及び片側縁敲打痕

145 SA10 叩き石 8.7 6.5 5。 8 470 両端敲打痕

146 SA10 台石 9 5。 8 4 308 同縁敲打痕、両面研磨痕

54 147 SA12 磨製石鏃 2.3 1.4 0,3

148 SA12 台石 12.9 800 周縁及び片面敲打痕、両面研磨痕

54

55

149 SA12 軽石 6.8 4.2 2.8 19 一部研磨痕

150 SA12 台石 20.2 9,7 1.5 337

SA14 台石 8,9 6.7 800 尖端・側縁及び両面敲打痕、両面研磨痕

56 152 SA16 台石 13.6 535 両端及び両面敲打痕、片面研磨痕

SA16 叩き石 6
０
る

公
υ 両端及び片側縁敲打痕、両面研磨痕

154 SA16 叩き石 9.2 6.8 5 435 両端。片側縁及び両面敲打痕、両面研磨痕

SA16 軽石 7.6 6.1 2.3 23

156 SA17 台石 42.5 16 9.4 5,600 両面研磨痕

58 157 SA17 磨製石鏃 つ
ね 0.2

58 158 SA17 叩き石 8 3.5 80 片側縁敲打痕
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表10 遺構肉出土石器観察表(2)

図面

番号

遺物

番号
遺構名 石材名

大きさ (cコ
重さ(g) 備 考

長 さ 幅 ナ享さ

58 159 SA17 軽石
０
る 1

58 160 SA17 軽石
０
る 1.6 2

58 161 SA17 軽石製品 5.7 3.8

盗
υ SA17 叩き石 8.5 2.6 236 片側縁及び片面敲打痕

58 163 SA17 叩き石 6.8 6.3 193 一端及び片面敲打痕、両面研磨痕

59 164 SA17 叩き石 10.4 514 両端・片側縁及び片面敲打痕、両面研磨痕

59 165 SA17 叩き石 11.9 5。9 600

59 166 SA21 軽石 7.8 5,5 5

59 167 SA22 叩き石 7.5 4.8
●
‘
つ
る 154

60 168 SA23 軽石 8.2 6.1 5
光
仕 一部研磨痕

60 169 SA23 軽石 8.5 4.1 4 18

60 170 SA24 叩き石 6.8 2.8 258 一端・片側縁及び片面敲打痕

60 SA27 叩き石 9。9 3.8 473 周縁敲打痕、両面研磨痕

61 172 SA28 台石 6.8 5。 9 3.6 （
υ
つ
る 片面研磨痕

61 173 SA30 砥石 8 5.3 0.8 54 片面研磨痕

61 174 SA30 砥石 4.4 3.9 0.5 9

61 SA30 砥 石 4.7 2.3 0.9 16 全面研磨痕

61 176 SA32 剥片石器 6.7 2.6 0.6 14

61 SA32 叩き石 3.6 100 両端敲打痕

61 178 SA32 叩き石 5。 2 4.5 280 一部研磨痕

61 179 SA32 軽石 8.9 5。8 38

つ
る
盗
υ 180 SA32 台石 17.2 8.8 2.8 600

つ
る
企
υ 181 SA33 叩き石 19.6 6.6 485 一端・片側縁及び片面敲打痕、片面研磨痕

62
Ｏ
Ｏ SA33 叩き石 9.8 6。 7 4.4 412 周縁敲打痕

63 183 SA33 叩き石
つ
０
つ
る 17.6 7.4 4,200 両端。片側縁及び両面敲打痕、片面研磨痕
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石器

第50図 竪穴住居内出土遺物実測図
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第52図 竪穴住居内出土遺物実測図
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第57図 竪穴住居内出土遺物実測図



第Ⅲ章 ズクノ山第1遺跡

第58図 堅穴住居内出土遺物実測図
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第 5節 まとめ

ズクノ山第 1遺跡は、縄文時代早期と弥生時代中・後期の複合遺跡であることが、調査によ

つて明らかになった。ここでは調査の大半を占めた弥生時代について、その結果を概観し、ま

とめにかえる。

弥生時代の堅穴住居跡のうち、図化に耐えうる土器が出土したのは約60%で あり、土器編年

等との対照作業が困難なものもあるが、まずは比較的良好な資料を基に住居の時期差などを検

討しておきたい。

本遺跡の出土資料には、石川編年のⅡ～V期に相当するものが見られる。

① ズクノ山 I期 (SA 04)
石川編年のⅡ期に相当する遺物が出土し、住居のプランは方形を呈する。

② ズクノ山Ⅱ期 (SA 03・ 05・ 06・ 08。 10～ 12・ 16・ 17・ 19・ 21・ 26・ 27・ 30・ 33)
Ⅲ～Ⅳ期土器が出土するものと、土器の細片や住居軸から判断したものなどがある。これら

はさらに軸方向から複数のパターンに分類が可能と考えられる。

③ ズクノ山Ⅲ期 (SA 13)
石川編年のV期に相当する遺物が出土した方形プランを呈する竪穴住居である。しかし遺

物は住居内の一箇所で完形品が集中して出土しており、通常廃棄以外の要因も検討しておく

必要がある。

以上のように、本遺跡の弥生時代集落の大まかな時期区分を行つた中で、間仕切り住居の出

現前後と、その消滅以降の大きく二つの画期を捉えることができる。本遺跡におけるⅡ期には

一定の時間差があり、県内土器研究の進展をみながら、いずれ詳細な検討を加えていきたい。

その他、出土遺物における特徴として、叩き石や台石の多さが日につく一方で磨製石鏃や石斧、

砥石が少ない傾向もみられる。このことから、植物質の食料に恵まれた生活環境にあったこと

も想定できるが、水稲陸稲を含め「田」の存在は確認できなかった。本遺跡の北側に流れる黒

北川と、その深い谷を隔てた対岸約1.5kmの地点に位置する広大な台地上に、弥生時代の集落

跡が検出された椎屋形第1遺跡がある。総林的な時期は石川編年のⅣa期に位置付けられており、

本遺跡と近似した様相を呈している。両遺跡間のテリトリーを含めた様々な関連の検証も今後

の課題である。その他、町内においては本野遺跡・高野原遺跡・元木遺跡で弥生時代の集落跡

が検出されている。いずれも石川編年のⅢ～Ⅵ期を大きく外れるものではない。県下資料の大

半を占める、共通した様相である。これらの前後を埋める資料の増加と、大多数の資料である

中期末から後期初頭を含めた土器編年の再検証が、県下の弥生時代を明らかにしていくうえで

重要な作業となるであろう。

が考文献

石川悦雄 1986 新田原遺跡 新富町文化財調査報告書第 4集 新富町教育委員会

菅付和樹 1996 椎屋形第1遺跡 県営農地保全整備事業時屋地区に伴う発掘調査報告書 宮崎市教育委員会

石川悦雄 1999 宮崎考古学会 研究会発表資料
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ズクノ山第1遺跡
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ズクノ山第1遺跡
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-143-



図
版
６

主
ヽ
ｒ

■
一一一一神れイ
一一一「
４
ｒ
糧

:t

蟄

Ⅲ亭

=111

1             
‐

説|

茸

■

一
一
一一一一
・
一一

一
■
一
一
■
　
一―

―
,1基

Ⅲ
一一
ぽ

４
韓

ヽ

，
■
コ
●
４

ぽ
|1魯|′!

一一一一一一”一“一一一一一

弥生時代遺構検出状況遠景(西から)



鋤
図
版
７

第山ノクズ笠早
Ⅲ第

作業風景(南西から)

SA-01完掘状況(北から)

SA 02検出状況(北から)

-145-



図
版
８

r.そ革手
・
叩

SA 03検出状況(南東から)

SA 03遺物出土状況(北東から)

-146-

SA-04検出状況(南から)



鋤
図
版
９

第山ノクズ土早
Ⅲ第

韓
癬

ギイ

ユ:

碁瞭
1脚

一麟
一

■を進 .|
=増

SA 05検出状況(北から)

SA 06検出状況

ゴ|: i■■
'  |:'ケ   11:
:!十■「:■|
|   |■    ■ .

-147-

SA 07検出状況(北から)
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SA 35検出状況(東から)
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SA 09検出状況(南から)
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SA-10検出状況(北から)
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SA-11検出状況(北から)

SA-11完掘状況(北から)
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SA-12検出状況(北から)
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SA 13検出状況(北西から)

SA 13遺物出土状況(西から)
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SA 13完掘状況(北東から)
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SA 14完掘状況(北から)

SA 15完掘状況(北西から)
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SA 16検出状況(西か ら)
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SA 16遺物出土状況(南西から)

SA 16土坑内遺物出土状況

SA-16完掘状況(西から)
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SA 19検出状況(南西から)

SA 19完掘状況(北西から)
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SA-21完掘状況(北東から)
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SA 22・ 23・ 24検出状況(南から)

SA 23・ 24検出状況(南から)
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SA 23完掘状況(東から)
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SA-26完掘状況(北西から)

SA-27完掘状況(東から)
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SA-28完掘状況(南東から)
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SA 29完掘状況(北西から)

SA-30検出状況(東から)
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SA 31完掘状況(南西から)
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縄文時代の出土遺物
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弥生時代の出土遺物
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弥生時代の出土遺物
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弥生時代の出土遺物
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弥生時代の出土遺物
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弥生時代の出土遺物
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